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西
域
出
土

の
法
成
師
文
獄

芳

村

修

基

こ
こ
に
紹
介
す
る
噺
簡

は
、
龍
谷
大
學
所
藏

の
も

の
で
、
全
部
で
三
十
八
行

残

つ
て
お
る
。

そ
の
う

ち
、

二
十

八

・
九
字
を

一
行
と
す
る
完
全
な
文
は
残
本

の
約

二
分
の

一
弱

の
十
七
行

の
み

で
あ
る
。

本
丈

の
内
容
は
同
じ
く
敷
燵

か
ら
出
た
飴

他
の
諸
本
中
に
襲

見
さ
れ
、

し
か

も
文
章

の

一
致
す
る
黙
が
み
ら
れ
る
。
彼

此
綜
合
し

て
、
残
簡

の
内
容

を
分

つ
と
、
次

の
四
項
目
と
な
る
。

第

一
、
律
を
定
義
す
る
項

で
あ

つ
て
、

初
め
の
三
行

で
あ
る
。

こ

の
三
行

の

文
は
、

そ

の
ま
ま
現
存

の

『
律
雑

抄
』

の
文

に

一
致

す

る
。

(
大
正

・
八
五
、

六
五
三
頁
下
)
龍
大
所
藏

の
西
域

本

『
律

疏
残
簡
』
(
現
在
整

理
中

・
未

紹
介
)

に
も

見
出
さ
れ
る

第

二
、
持
戒
功
徳
を
述
べ
た
十
句
義
、

第

三
行

か
ら
第
十
行
ま
で
。

十
句
義

の
術
語

は
、
諸
律

に
出
て

い
る
も

の
と
、
語

が
多
少
異
る
が
、

西
域

本

『
毘
尼

心
』

一
雀
中
に
も

「
持
戒

得
十
利
」

の
用
語

が
あ
り
、

ほ
ぼ
同
じ
檬
式

で
あ

る

(
大
正

・
八
五
、
六ハ
六

二
頁
下
)
。
彼

此
こ
の
十
句
を
解
説

し

た
割

註
を
挿

入
し
て
い
る
が
、
割
註

の
文
章

は
各

々
異

つ
て
い
る
。

第

三
、
諸
宗
學

読

の
要

綱
、
第

十

一
行

か
ら
第

三
十
三
行

の
牛
ま
で
。

本
項

の
叙
述
は
、

法
成
集

『
大
乗
稻
芋
経
随
聴
疏
』
に
お
け
る
諸
宗

綱
要
の
振

略
と

み
て
よ
く
、
な

か
で
も
、

大
乗

三
宗

の
前
牛

に
つ
い
て
の
概

訟
は
よ
く
勢
懸

す

る

(
大

正

・
八
五
、

五
四
三
頁
下
ー

五
四
四
頁
下
)
。

第

四
、

比
丘
の
八
相
並
び
に
芯

傷
と
比
丘

の
語
義
、

第
三
十
三
行

の
牛
よ
り

終
三
十
入
行
ま

で
。
本
項

の
叙
述

は
龍
大
所
藏

の
西
域
本

『
律
疏
残
簡
』
中

の

交
に
よ
く

致
す
る
。

ま
た
、
第

三
十
六ハ
行

目

の
中

一
行

の
文
を
除

い
た
前
後

の
文
は
先
き

に
依

用
し
た

『
律
難
抄

』

の
初

文
と
封
慮

す
る
が
、
た
だ

『
律
雑

抄
』
,
に
お

い
て
、
比

丘
の
語
義
と
し
て
三
種

あ
げ

て

い
る
と
こ
ろ
を
、

こ
の
残

簡

に
お
い
て
は
四
種
か
ぞ
え
て

い
る
。

こ
の
残
簡

は
、

か
よ
う
に
未
完
本
で
あ
る
が
、

い
ま

の
形

で
若
し
完
本

の
形

態
を
推

定
し
て
み
る
な
ら
ば
、

こ
れ
に
綾

い
て
、

そ
ん
な

に
多
く

の
文
章
が
費

さ
れ
て

い
る
、

と
も
考
え
ら
れ
な

い
。
と

い
う

の
は
、

以
上
に
列
墨
し
た
四

つ

の
項
目
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
そ
れ
だ
け
で
纏

つ
た
學
習
を
あ

た
え
る
程
度

の
書
を

想
像

せ
し
め
る
か
ら

で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、

佛
教

の
僧

侶
た

ら

ん

と

す

る
者

が
、

入
寺

し
て
問
も
な
く
、
初
學

用
に
勉
學
す

べ
父
作
製
さ
れ
た
簡
略
な

入
門

書

で
は
な

い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
作
製

に
連
關
す
る
資
料
を
、

か
く
分
科
し
た
上
で
、
と
り
あ
げ
る
と

す

る
な

ら
ば
、

第
三
項
に
お
け
る
大

乗
三
宗

の
學
読
要
略
以
外
に
、

い
ま

の
と

(
1
)

こ
ろ
獲
見
さ
れ
な

い
。
法
成
師

に
蓮
關
す
る
、

と
み
る
わ
け
で
あ
る
。

年
代

に
關
し
て
は
、
文
中

に
、
戒
鐙
を
述

べ
る
割
註
に

「東
塔

の
疏

に
よ
れ

は
、

戒
を
も

つ
て
宗

と
な
す
」

の
文
が
あ
る
。

東
塔
と
は
、

相
部
律
宗

の
系
統

中
、

東
塔
宗
懐
素

の
流
れ

に
ぞ
く
す

こ
と
を
示
す
言
葉
と
み
て
よ
い
。

こ
の
言
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葉
に
資
料
的
観
鮎
を

お
く
と
す
れ
ば
、

懐
素

の

『
四
分
開
宗
記
』
が
世
に
盛
行

す
る
よ
う

に
な

つ
た
以
後
、

而
も
、
懐
素

の
門
下
法
愼

・
如
漂
等

に
よ
る
東
塔

の
大
成

が
唐

の
代
宗
大
暦
中
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

如
淫

師
が

『
敷
愈
定
四

分
律

疏
』

を
撰

し
た
西
紀
七

八
○
年
よ
り
あ
ま
り
遠
く
さ
か

の
ぼ
り
得
な

い
で
あ
ろ

う
。

ま
た
、
筆
爲

の
書
膿
に

つ
い
て
、
神

田
喜

一
郎
博
士
は
、
西

暦
入
○
○
年

前
後

と
み
て
よ
か
ら
う
、

と

の
こ
と
で
あ

る
。

か
く
推
考

し
て
、

羽
田
、

ペ
リ

オ
、
石
濱

の
諸
先
生

に
よ

つ
て
麟
納
さ
れ
て
い
る
法
成
師

の
激
燵

地
方
に
お
け

る
活
動
期

入
三
三
年
前
後
を
考
慮
す
る
な

ら
ば
、

こ
の
噺
簡

を
も

つ
て
暫

ら
く

法
成
師

に
連
關
す
る
著
作

の
う
ち
に
薮

え
ら
れ
な

い
わ
け
で
も
な

か
ろ
う
。

西
域

出
土
の
法
成
師
文
献

(
爲
眞
版
は
學
會
記
念
爲
眞
裏
面
)

1
 問
、
律
以
何
爲
宗
、
以
何
爲
鐙
、
答
以
戒
爲
宗
、

東
塔
塔
以
戒
爲
答
宗
答

是
語
業
爲
盤
、
任
意
取
捨
、
色
十

一,中
、
法
以
爲
罷
、

2
爲
鷺
、
依
有
部
中
、

以
色
爲
龍
、
倶
是
法
虞
裾

從
初

四
分
義
云
何
、
答
四
者
敏
也
、
分
者
儂
也
、
世
奪
四
度
昇
坐
説

名
四
分
也
、
又
云
梵
本
四
爽
故
名
分
、
今
依
葎
本
、

3
名
爲
初
分
、
從
尼
戒
絡
至
授
説
二
腱
度
爲
二
弟
分
、
從
妥
居
健
度
至

房
捨
腱
度
已
前
名
第
三
分
、
從
房
捨
腱
度
至
律
本
絡
名
爲
第
四
分
。

言
七

4
 一
者
擾

取
於
衆
齢
聴
糊
欝
鰍
購
駈
種
族
姓
出
家
紹
隆
正
法
二
、
令
僧
轍
喜
者
來
正
法

5

匿
順
出
家
、
離
身
三
過

不
造
諸
悪
故
、
名
嶽
喜

三
、
令
僧
安
樂
者
、
鰍
纐
棘
徳
欄
隅
創
安
樂
。
四
、
末
信
者
令

信
、

6

若
諸
比
丘
於
戒
脩
行
、
則
令

居
士
等
、
夫
信
者
令
生
信

五
、
巳
信
者
令
増
長

若
不
信
心
檀
越
、
常
護
彼
心
、
勿
令

退
轄
故
、
名
巳
信
者
堀
長
。

7
 六ハ
、難

調
順
者
令
調
順
、
若
有
比
丘
、
嗣
籏
不
調
、
犯
五
篇
罪
、
如
法
治
罰
、

便
令
調
順
故
、
名
難
調
順
者
令
順
調
。

8
 七
、
漸
塊
者
得
安
樂
、
本
性
具
罪
不
造
過
非
故
、
名
爲
漸
、
着
恥
於
地
不
造
過
非
、
名
互
爲

塊
、
有
漸
悦
者
現
世
當
來
皆
獲
安
樂
故
、
名
噺
悦
者
得
安
樂
。

9
 入
、
薗
現
在
有
漏
、
煩
拶
結
使
鮎
汗
流
圧
、
名
之
爲
漏

令
不
現
行
故
N
名
断
現
在
有
漏
。

九
、
臨
未
來
有
漏
、
陵
眠
煩
拶

貧
瞳
等

1
0微
細
習
起
、
令
永
不
生
畠

故
、
断
未
來
有
漏
。

十
、
念
正
法
久
佳
、
如
是
律
墨
慮
、
慶
令
人
天
摺
大
利
盆
、
令
三

藏
教
法
相
相
承
不
絶
故
、
名
令
正
法
久
佳

11
 問
、
世
間
宗
見
、有
幾
種
。
答
、有
三
種
。

一
者
外
道
宗
二
者
小
乗
宗
三
大
乗
宗
。
言
外

道
宗
者
郎
【九
十
六
種
、
外
…蓮
束
爲
十
六
宗
。

12
 言
小
乗
宗
者
大
師
在
目
、
同
一
師
、
學
光
有
差
別
、
佛
浬
盤
後
、
爲
諸
師
等

情
見
、
不

13
 途
分
多
部
、
本
末
合
説
有
光
部
、
束
爲
六ハ宗
、
如
是
小
乗
部
執
錐
多
、
畢
寛

皆
同
一
見
、

14
 何
者
是
一
、
爲
執

一
切
法
有
實
燈
性
、
彼
纏
塵
界
鐙
、
皆
實
有
故
。
若
悪
庭

等
膿
實
元

15
 者
、
世
貧
不
読
諸
大
論
等
自
相
共
相
、
但
悟
人
室
、
不
悟
法
室
、
名
日
小
乗

宗
。
言
大
乗

16
 宗
有
其
三
宗
者
、
有
其
三
宗
。

一
者
依
経
中
宗
亦
名
勝
義
皆
塞
宗
、

17
 二
唯
識
中
宗
亦
名
窓
理
圓
實
宗
、
三
依
論
中
宗
亦
名
法
性
圓
融
宗
。言
依
経
中

18
 宗
者
、
佛
滅
度
後
六
百
歳
來
、
部
執
競
興
、
多
著
有
見
、
傍
大
乗
法
、
鍛
滅

眞
宗
、
龍
猛

菩
薩

19
 出
現
於
世
、
謹
極
喜
地
、
爲
破
有
見
v
依
般
若
等
諸
大
乗
経
、
造
中
論
等
、

聖
提
婆
等
亦

20
 造
百
論
等
、
廣
閲
大
義
、
是
故
因
資
有
此
□
□
此
宗
見
、
云
何
以
三
死

21
 義
、
読

一
切
法
、
世
俗
故
有
、
勝
義
室
故
爲

22
 勝
義
室
、
勝
義
世
俗
其
膿
不
異
故

23
 依
世
俗
有
所
遣
、
脩
□
□
勝
義
、
如
%

24
 読
有
三
性
、
若
勝
義
諦
三
性
皆
死
、
由

25
 諦
、
故
三
兄
性
名
眞
了
義
Q
言
唯

26
 復
著
塞
見
、
佛
浬
盤
後
九
百
年
初
、

27
 造
晋
等
論
、
竪
立
立
唯
識
、
有
此
宗
起
、

28
 有
唯
識
攣
現
故
、
経
云
佛
子
三
界
唯
心

29
 由
二
諦
故
、
非
塞
非
有
、
於
三
性
中
、
遍
計
所

30
 圓
成
實
性
、
離
妄
眞
實
、
所
執
元
故
、
塞

西

域
出
土

の
法
成
師
六久
]鳳

(
芳

村
)
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西
城
出

土

の
法
成

師
丈
旧鳳
 
(
芳

村
)

31
 道
理
故
、

読
三
性
爲
眞
了
義
。

言

法

32
 生
死
性
印
是
菩
提
性
、

圓
融
不
碍
於
行
布

33
 理
名
爲
法
性
圓
融
宗

問
比
丘
有

34
 二
相
似

比
丘
、

三
□
□
比
丘
、
四

乞
求
比

35
 七
善
來
比
丘
、
八
翔
磨
比
丘
。

叉
問
何

36
 
一
膿
性
柔
□
、

二
香
氣
上
騰
、

三

□

鹸
萬

五

37
 問
、

比
丘
有
幾
種
義
、

名
日
比
丘
。

答
有
四
義
、

一
名
乞
士
、

二
名
怖
魔
、

38
 悩
。

四
名
浮
持
戒
、

(本
稿

は
昭
和
二
八
年
度
丈
部
省
科
學
研
究
費
補
助

に
よ

る
研
究

の

一
部
)
。

1
 
拙
稿
、

西
域

本

に
よ
る
喩

伽
行
中
観
派

(
印
度
學
佛
教
學

研
究
、

第

3

號
、

二
三
七
頁
)
。

追
記

法
成
師

の
學
徳
は
、

本
國
に
お

い
て
も

ラ
ッ
サ
王
朝

の
厚

い
信
任

が
あ
り
、

甘
洲

沙
洲

の
地

に
移

つ
て
か
ら
も

「
大
蕃
國
都
統

三
藏
法
師
」

と

し
て
尊
敬
さ
れ
、
現
存

チ
ベ
ツ
ト
大
藏
経
中
に
は
、
師

の
課
出
に
な
る
輕

.
論

一
〇
典

を
か
ぞ
え
う

る
ほ
か
、
近
年

に
な

つ
て
獲
見

さ
れ

た
も

の
の
う

ち
、

チ

ベ
ッ
ト
佛
典

の
漢
課

さ
れ
た
も

の
も
、
二

・
三
に
と

ゴ
ま
ら
な

い
。
す
な
わ

ち
、

一
、
般
若
波
羅
蜜

多
心
経

一
雀

二
、
大
乗
無
量
壽
経

一
雀

三
、
諸
星
母
陀
羅

尼
経

一
巻

四
、

薩
婆
多
宗

五
事
論

一
巻

五
、
繹
迦
無
尼

如
來
像

法
滅
蓋
之

記

一
巻

等
が
あ
る
。
な
か
で
も
、

『
大
乗
無
量
壽
纒
』
と
は
、

い
わ
ゆ
る

『
無

量

壽

宗

要
経
』

の
こ
と
で
あ

つ
て
、
梵
文
、

ウ
テ
ソ
交
、

チ
ベ
ッ
ト
文
、

等

の
古
爲

本

も
現
存

し
、
石
濱
教
授
に
よ

つ
て
、

チ
ベ
ッ
ト
文
か
ら
ウ
イ
グ
ル
課

さ

れ
た
文

獣

が

「
龍
大

・
西
域
資
料
」
中
か
ら
襲

見
さ
れ
、
倶
に
、

こ
の
時
代

に
お
け
る

佛
教
の
傳
播
輕
路
を
示
す
資

料
と
し
て
み
の
が
せ
な

い
。
『
繹
迦

無
尼

如

來

像

法
滅
蓋
之
記
』
は
、

初
期

チ
ベ
ツ
ト
佛

教
の
史
實
に
關
す
る
も

の
で
、
藪

少

い

ま
と
ま

つ
た
古

い
歴
史
叙
述

の

一
で
あ
る
。

法
成
師
は
、

か
く
漢
文
に

つ
い
て

の
知
識
を
得
る

に
と
も
な

つ
て
、

チ
ベ
ツ

ト
佛
教

の
立
場
か
ら
漢
課
諸
経
論

の
理
解
に
つ
と
め
ら
れ
た
ご

と
く
お
も

わ
れ

る
。

そ
の
結
果
は
、

一
、
歎
諸
佛
如
來
無
染
着
徳
讃

二
、
大
乗
稻
芋
経
随
聴
疏

三
、

〔大
乗
〕
稻
芋
経
手
鏡

記

四
、

大
乗
四
法
経
論
及
廣
繹

開
決
記

五
、
喩
伽
論
分
門
記

六
、
鍮
…伽
論
手
記

等
と
な

つ
て
あ

ら
わ
れ

て
い
る
。

法
成
師
が
當
時
若
し

「
大
蕃
國
都
統
三
藏

法
師

」
の
役
柄
を
完
う
し
た
と
す

る
な
ら
ば
、

以
上
の
如
き
纏
論
繹
疏

の
み
に
か
ぎ

つ
た
諸
文
 慰
は
、
彼

の
諸
勢

作

と
し
て
佛
教
.檜
侶

に
必
要
な
律
典

の
不
備

を
鉄

く
憾

み
な
し
と
し
な

い
。

チ

ベ
ッ
ト
佛
教
に
訟

い
て
は
、
專
門
僧
侶
と
し
て
の
資

格
を
受
戒

の
具

・
不
具
に

則
り
、

當
時
に
お

い
て
も
、

こ
の
原
則
は

い
つ
そ
う

つ
よ
く
須
要
さ
れ

て
い
た

事
情

が
他

の
史
實

か
ら
立
謹

さ
れ
る
。
都
統
と

い
う
役
柄

に
は
、

こ
の
意
味

の

律
典
知
識
を
必
要
と
し
、

法
師

と

い
う
學
徳
を

示
す
名
構
に
は
、

そ
の
意

味
の

戒
律
を
理
解
し
た
何
ら
か

の
著

作
が
あ

つ
た
と
し

て
も
、

穏
當
を
か
く
も

の
で

な
い
。
み
ぎ

の
草
稿
本
漸
簡

を
法
成
師

に
・連
關

せ
し
め

ん
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ

る
。

-298-


